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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、電気事業法第27条に関連する削減義務率の緩和措置について説明します。
私は、総量削減義務制度相談窓口の浅岡です。よろしくお願いします。



%’r‘ ) N el R
. RESRERIRICHET 3 @AME

. HIBSRBROEINREEDHE

OEXFFELEE2 7 RORAHIROENEEZR G aw/c I HBEixIBICHRDIBEL
SNSEMERDT/2UETHDIFEMNE. TRKOKIBIHIBZES * R
9 3F25tEHIEL (CRD. BIREFROEIIEEZTDOTD

O 25TEHIRICHNTIE. MMNOBHZw/CIEEM. BDEREZITDC
EICKD, BIRERBREDERINSND,
(1) HIRIZEBERDMM 7% B ULI[E15% THDICE
(2) BANIRESDFERRE GHBIIED) DECDRBE L TFEI DL
(3) BEHBDSDBHENSENEMERD1/2UETHDICE

QR =2 ITDICIE. 8 ﬁ$¥/£%27xLEE@@“%%JH%%%@%%D%EE
rotEsRE (AN, [ERE] ) 1 CRUENEFZRAC. HEKREEXIR
StBELCAREICIEET D (BEARNBEEREIEE BRI |
s e B OREENRIIBE DR ERD

OIS (L. BINEFLEIDIFECLICIRBI D,
( 2FEEMEE. ZEDRRIER S BI8TEE

* MBS, [BREBEEFE27TRICEHET DHIFHRBRDBENBEICREI DN FS51V] SR, 21


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
削減義務率の緩和措置について、概要を説明します。
●～
電気事業法第27条では、非常時の電気の使用制限が定められていますが、例えば病院等のような制限の困難な施設には、緩和措置が設けられています。総量削減義務制度においても、電事法27条の緩和措置の対象となるような事業所について、削減義務率を緩和する仕組みです。

●具体的には、以下の３つの要件を満たし、都の確認を受けることで、削減義務率が緩和されます。
　（１）削減義務率が17％もしくは15％であること
　（２）緩和対象となる需要設備（詳細は後述します）が主たる設備として存在すること
　（３）需要設備からの排出量が事業所全体の1/2以上であること

●緩和措置の確認を受けるには、 「確認書」 （正式名称は「電気事業法第27条に関連する削減義務率の緩和措置に係る確認書」）の提出が必要です。緩和を希望する場合は、確認書と根拠資料等を、地球温暖化対策計画書と同時に提出してください。
緩和措置は任意ですので、要件を満たしていても提出がない場合は適用されませんのでご承知ください。
なお、緩和の対象年度は、確認書提出の前年度となります。
●確認書は、緩和を希望する年度ごとに提出します。
★詳細は、「電気事業法第27条に関連する削減義務率の緩和措置に関するガイドライン」をご参照ください。
.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電事法第27条での使用制限の緩和と、都制度での緩和措置について説明します。

●都制度で、削減義務率の緩和措置の対象となる需要設備は、電事法第27条の使用制限の緩和措置において、削減率0％又は5％の要件を満たす需要設備が対象となります。
●一方、都制度で削減義務率の緩和措置の対象とならない需要設備は、電事法第27条での緩和措置で、削減率が10％の設備です。
また、そのほかにも、電事法第27条の削減率５％の需要設備のうちの一部の都施設、緩和対象時間帯が限定される需要設備及び発電のためのエネルギー供給等が制限緩和理由である需要設備も、都の緩和の対象外です。

なお、2011年の東日本大震災の際に、電事法27条の緩和申請したかどうかにはかかわらず、本緩和措置の対象となるかどうかは第２計画期間の状況で判断いたします。震災当時の緩和申請については、参考情報とさせていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３　都制度で削減義務率の緩和の対象となる需要設備　です。

どういった設備が緩和措置の対象となる需要設備であるか、具体的に説明します。
ここでは、まず、緩和の程度が4％となる需要設備を説明します。

スライドの表の1段目をご覧ください。
医療施設、医薬品製造販売業（製造業）、医薬品卸売販売業、医療機器製造販売業（製造業）、社会福祉施設等
表の2段目は、病院と医学、歯学等の学部や研究所等が主要な施設として一体として立地するもの
これは、医科大学等を指します。
これらの需要施設は、4％の緩和の対象となります。

また、表の3段目は、後程説明しますが、変動率が10％未満の、情報処理システム、クリーンルーム又は電解施設を有する需要施設も4％の緩和の対象です。
変動率については後程説明します。

これらの需要施設を含む事業所に、緩和措置が適用されますと、本来の削減義務率が17％の事業所は13％に、削減義務率15％では11％となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、緩和の程度が2％の需要設備を説明します。

スライドの表をご覧ください。
まず、変動率 10 ％以上 15 ％未満の、情報処理システム、クリーンルーム又は電解施設を有する需要施設。
変動率についてはこの後で説明します。

都施設でない、水道、下水道、揚水機場。

産業廃棄物処理施設

一定の冷蔵室を有する食料・飲料卸売業、定温倉庫、貯蔵槽倉庫、冷蔵倉庫

都施設でない、中央・地方卸売市場

航空保安施設、空港ターミナルビル、港湾運送等に係る需要設備

これらの需要施設を含む事業所に、緩和措置が適用された場合、削減義務率17％の事業所は15％に、15％では13％となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
変動率について説明します。
情報処理システム、クリーンルーム又は電解施設を有する需要設備については、変動率という値を算定することが必要です。
スライド中央の青い囲みをご覧ください。

囲みの1行目をご覧ください。
変動率とは、報告前年の７月１日から同年９月22日までの84日間
　この期間の、電力の日間変動率の平均値を言います。

その下、囲みの2行目をご覧ください。
日間変動率は、一日の使用電力のうち、 １時間の最大値と最小値の差を、最大値で割ったものとなります。

なお、変動率の算出時には、 データの欠損した日と、日間変動率の最大及び最小の３日分を除きます。

それから。変動率の算定に当たっては、電気事業者による電力の実績データが必要です。報告前年の７月１日より前に、電気事業者に、次のスライドで説明する様式で、変動率の根拠データを依頼してください。
なお、依頼用の文案は都のＨＰにございます。



ed W i w
RARRENIRICHET 3 BANEE

BHRWIEY R AICHRDIFRRE. D) —VIV— AXIIEBEEMER
B9 3FERIRICEAITIRIRICONT (BERDORUT—5)

BIESERER2IEICBHETIHNERBEORNEE] IH2507 (W)

IRMERERTOIMER M TORNBMETIROEDEDRILT—5

T NOEEI-SI-Y . RS T LS SRR EDEE MRS 510, SEOEMEDSE, EHEAKEL LG BUEBEN S

E— Lyf=
GEENMIT, ERMENAEL EHIA BUERE A ERIBE0ITRLE, TS XMERT JZWTRLE, VL ERE

1
1
1
1
1
1
[ 00 000 1
BEEIEHS R ok—k kR Ok Rk ® KK K K R K 200 1 ==
et DOOO B I DEDERE ($%) T 81284516l ETOE— 2 HI=HI1T 51
[slsiZs]e); [s]o]] 1 BNEB « R/IVE BHDROEREF T SRETHT. LHEE
1 ET>TLHHMEOERRHO BEFECZHEL
&z e
ERAEME TS e BT
= |AalE|=a R EOEAEREF (RWRI 1 | P (RiVh ] BMERES | WA [RWWh] HMEGED] | WH
O~1 ] 1~2 | 2~3 | 3~4 | 4~5 | 5~6 | 6~7 | 7~8 | B~8 | 8~10 [10~11]11~12[12~13[13~1:] | [23~24 = BAIN ol MBI BAI F.o0 et i ME T2
2015 7| 1] 4 B007| 5440 6106 9010 5358] 9307] 5810 9661] 6279] 9205 0908 5151 @@s, | [_9253|[ 208002 9,959 5,007 9,908 5,007
2015 9| o] | 9268 5305] 9.520] 5644] 9.965 @096| 9.210] 9.989] 9.247] 0777 9.940] 9.848] 9.825] 926l | [ 9.356][ 230571 9,989 9,098 B.04 1 9,989 9,096 B.54 1
2015] 7| 3 9628 8111 8147] 9278] 9371] 985i] sans| os06] 973 azis| sees| si5s] @996] a1 | ["o266 2777088918 9025 .52 1 9.975 9,025 9.52 1
2015 7| 4| + | o143 #4926 9435] ovsoo| oess| es00] o330] ose2| o194 wa7e| oo0a] osos| s7a0] eas a918]| 270078 9,963 9126 8.40 1 9,963 9.126 8.40 1
2015] 7| 5| B | 9.723] 6.116] 9.283] 6.771| 9.263| 8,810] BO9F| 06,589 0.480| 6,553 o.144| 9.417] 9.320] 867! | [ oaes|[ 227274 9,810 9037 7.82 [ 9,810 9,057 7.92 i
2015 7| 6| H | 9.658] 6,157 9.721| 5641] 9406 00| 9.886] 5672 9.147] 9484 9513] 9531 9712 aeal | [ gapal[ zisioa 9,886 9070 5,886 5.070
2015] 7| 7| #<| 9080 6,187 9.644] 9.400] 9.961| 5,350] 9.403| o.284[ 0.847| u962[ 0923 0,893] 9.412[ 8131 | [ 9277 229046 5.993 9057 962 7 9,993 5.037 .62 1
2015 7| 6| sk | 0426| 6503 0853 0524 9BI0| 0,604] 9698| 0906] 0719 5062 0518 0474| 9426] 834) | [ noi4|| sraaral|  8.894 5067 976 1 5,975 5,068 9.08 1
2015] 7| of & | 9603 o.944] 9.881| 9.229] 9.128] 09.593] 9.310] 6.877] 9.639| S087 9.046] 9787 9937 9.2z | [ o.148][ 228538 9.981 9037 0.46 | 9,981 9.037 .46 i
2015] 7] 10 9062 0,008] 0386] 0.889| 9.847| ©.958| 9.381| 0,038 0530| 9721 P@s| ©A52| 0.075| 680, | | G7is|| 230966 9,958 9034 5.64 ] 9,962 5,034 537 7
2015] 7| 11| + | 9.364] 8837] 9.884] 9611] 9.937| S083| 9.533] 8995 9590 0,087 9.753] 9.040] 9.444] 98T - | 0.455]| 229.565|| 9.995 9037 5.62 ] 9.995 5033 a.62 ]
2015 7| 12| B | 9.326] 9314 9041 S0#| 9217| 5502 9543| 5628] 9537 BE44| 9a446] 08s5] 8113 883 5.166] | 221512 9.935 512 1 9.935 5.1z 1
3015] 7| 13| A | 9.363] 0.a26] 9.411] 0.403] 9.708] 6.506] 9.384] 0.773] 9,806 0635 0711 0248] 9750 oo6! | 0.380] | 227502 9.906 z% 5.12 ] 9.906 2% 9.12 ]
2015 7| 14[ % | 92i5] 5362 8181 5506 9633 5912] 9043] 5,504] 9.208] 5905 9.340] 0431 8988 8761 | [ gaenl[ smare EETE] T A 56 ] 2 983 @ 0an [ ]
1
e ——— e e e ——— | FPmmmmmm—————— e —— e e e e —————— - —
2015] 6] 11| @ | 5.158] 0.919] 0.516] 0.450] 9.038] 9257] 9042] G079| @B27| ©238] 5.655] 0.071) o885 oae6! | [ 927a][ zzesea|[” e85 2021 9.65 1 9,985 a021 9.65 1
2015] 8| 12| + | 9034] 8714| 9168 9590 9420] 9830] 9483| 8563 9556] %662 9,258] 8770] 9828 86! | [ 8897 228773|| s8.887 2032 E74 1| [_9.887 2032 E74 1
2015] 9] 13| B | s8.132] 9,793 @o2@| 9352] 9.883] 9.270] 9.296] 0.291] 0,378] 0.244] 06,763 o277 o919 53871 1| o0s0]| 227806 9,993 2029 9.65 1 9,993 2029 9.65 1
2015 8] 14 5310] 5726 5356 9.276] 9412 9544| 9843 G067 BBBO| 5095 5241| 0472 So2m| 05481 | | 9108[[ 225792 9,980 2028 554 1] [9.980 2028 554 1
2015 of 15| J | 98s8] oa4s3] oa3e0| 9617] 9032 9421] 9561 ©035] so0as| o154] s241] 803 08351 9213y ) [ 0691 225021 9,928 2,026 9.09 1 9,928 8032 9.02 1
2015] 9] 16| 7k | o421 0,863 @008 09356] 9796 9050 9.939] ©.747| ©.916] 9.610] 0.812[ 0,650 0845 0070, | | 9696 221053 9,986 2016 9,986 8016
2015 8 17| # | 9.638] 9717 9371 8086 9.401] 9493] 9.291| 0.640] 0857] 0.330] 0,35%0] 0985 0.645] 0,562 | [ os24]| 220039 9,998 2,068 5.32 1 9,998 2,068 5.32 1
2015 9| 18| & | o9.200] 9266 9370 9561] 8,891 9.724] 9517] 0.223] 0051] 0893] 0,758] 0,248] 0,748] 0,755 9575 [ 228450| 9991 2015 9.77 1 9,991 2015 877 1
2015] 4] 18] & | 9.300] 9063 9278] 8831| 9696 9600] 9341] 8351 8393 B424] B461| 048] @ods| 9538 | T poni][ 22ra12 9.975 2043 934 1 9,975 2043 934 1
2015] 8| 20| B | 9.31a] 9.775] 9.330] 9.517] 9.229] 9070 9.234] 9.286] 9,690 0,193 8.516] 9744] 0,605] 8,225 | [ oa51|[ 225601 9,997 2041 0.56 l 9,997 2041 9.56 1
2015 8] 21| 3% a 447| 9348 9531 9540] 9.107] 9.150] 9221 0.697] 0.341| 8887 0675 AO0F| 05877 80651 | | gasal| 226577 9.997 2,001 596 [ 9,997 2001 596 il
15 o] 22| i% 965 9.411] 9871 9091 9308] 9602| 9434] 0804] 0777 9858] 0778 5610 9687 8 145. | T oos0][ 230016 999 1] [e.991 5,025 067 1
hEmREE. 1 'ﬂé\?”vm HEMRET L. (F—IRMZOLTIE. EMTER) 1 IR e
# 1
1
1
1

@E—Dgﬁﬁﬁmﬁﬁ@

XHONUHEXSBESICHKBELUTERT D DEEPHR

36


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、変動率の根拠データのサンプルとなります。
この表は、電気事業者に依頼し、作成して頂くものです。
情報処理システムに係る需要設備、クリーンルーム又は電解施設等で、緩和申請をしていただく場合、この表で変動率を算定します。また、添付資料として提出が必要です。

こちらの表ですが、左側は縦軸が日にち、横軸が時間の、1時間ごとの電気使用量となっています。
中央右側は、オレンジが最大値、緑が最小値、日間変動率です。
この表の下に、変動率が算出されています。
この値が10％未満なら緩和は4％、10～15％未満なら2％緩和、15％以上は対象外となります。

一番右については、この後で説明する、ピークカット契約の場合の変動率です。
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次に、特別な場合における変動率の計算方法を3種類、説明いたします。

（１）は、蓄熱調整契約を締結している場合の計算です。この場合、日間変動率の計算を補正します。青い囲みをご覧ください。
１時間の使用電力の最大値と最小値の差を求める際に、１時間当たりの平均蓄熱電力を上乗せします。
１時間当たりの平均蓄熱電力は、算定期間の蓄熱使用電力量のトータルを、算定期間日数の１０倍で割った値です。
こちらの場合、蓄熱に係る使用電力量の根拠として、請求書の写し等を提出していただく必要があります。

（２）昼間のエネルギー資料の尖頭時における使用電力の値の調整、つまり、ピークカット契約の場合の計算方法です。この場合は、ピークカット時間の使用電力を除外して日間変動率を算定できます。具体的には、先の変動率シートの右側の変動率を採用してください。

（３）当該需要設備に係る計量器に表示される使用電力の値の最小単位の値に当該計量器に係る乗数を乗じて得た値が、その契約電力の値に0.05を乗じて得た値に比べて大きい場合（つまり、契約値の5％より細かい値を計測できない場合 ）
→この場合は、算定される需要変動の率から5％を引いた値が変動率となります。
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事業所が、緩和措置の要件を満たすかどうかの確認方法について説明します。
確認は、次の3段階の手順で行います。

手順①　事業所内に緩和措置の対象となる需要設備の有無を確認します。
手順②　需要施設を含む要件確認範囲において、需要設備が主たる設備に該当するか確認します。要件確認範囲は、需要設備を含んでいる受電単位又は建物のいずれかの選択となります。
手順③　需要設備の要件確認範囲の排出量が「事業所全体の1/2以上」であるかを確認します。

スライド下のイメージをご覧ください。に、２つの方法での確認手順を示したものです。イメージは、ビルが４つ、受電点が２つある事業所です。需要施設はＤ棟にあります。
左側は、受電単位での確認です。
まず、手順１として、対象となる需要設備の有無を確認します。
次に、手順２として確認する範囲として受電範囲を選択し、その中で需要設備が主たる設備であることを確認します。
最後に手順3、事業所全体の排出量に対し、受電範囲が1/2以上であることを確認します。
右は、建物単位での確認の手順の概要です。
まず、手順１として対象となる需要設備の有無を確認します。
次に手順２、建物を選択し、建物の中で、需要設備が主たる設備であることを確認します。
最後に手順3事業所全体の排出量に対し、建物が1/2以上であることを確認します。
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次に、実際に事業所全体の削減義務率から減ずる程度について説明します。

まず、上の青い囲み、要件を満たす需要設備の範囲が１つで事業所全体の排出量の1/2以上となる場合です。
この場合、他の需要設備の有無にかかわらず、排出量1/2以上の需要設備の率が事業所全体に適用されます。右図ですと、受電Aの排出量が単独で事業所全体の排出量の1/2以上であるなら、受電Aの「減ずる程度4％」が適用され、事業所全体の削減義務率は4％減となります。

次に、下側の囲みです。要件を満たす需要設備の確認範囲が一つでは排出量1/2以上とはならず、２つ以上を合計して排出量1/2以上となる場合です。

①のように、複数の需要設備の「減ずる程度」が同じであれば、共通の「減ずる程度」を事業所全体に適用します。つまり①の図では、事業所全体の削減義務率は4％の減となります。

一方、②のように、複数の需要設備の「減ずる程度」が異なる場合は、事業所全体の削減義務率は2％の減となります。
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ここまで、緩和措置の考え方について説明しました。

ここからは、実際に緩和措置に関する、書類の記入方法を説明いたします。

スライドをご覧ください。
こちらが、緩和措置を希望する事業所にご提出いただく、確認書の様式です。
正式な名称は、「電気事業法第27条に関連する削減義務率の緩和措置に係る確認書」です。

書式としては2面あります。
都の他の様式と同様、黄色い箇所が記入箇所です。ほかに、チェックボックス等があります。
記入内容としては、左の第1面の「指定番号」、「事業所名称」、「1緩和措置の対象となる需要設備」、「2　需要設備の要件確認」、右側の2面にまいりまして、「3排出量1/2以上の確認」、「4事業所全体の削減義務率から減ずる程度」、そして「5備考」、「6添付資料」、となっています。

次に、記入例により、記入方法を説明します。
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緩和措置の確認書の記入例を３つ、ご紹介いたします。

まず1番目は、情報処理システムを想定した記入例です。
想定事業所は、一つの建物からなる事業所で、１０フロア中、７フロアが情報通信用途、受電は単独受電です。
スライド左下の表をご覧ください。受電点Ａの年間電力量は9百万ｋＷｈ、情報通信設備の年間電力量は6百万ｋＷｈ、事業所全体の排出量は5000ｔ、受電の範囲も同じく5000ｔ、変動率は7％という想定です。
この内容で、右側の確認書を作成していきます。

まず、指定番号と事業所名称ですが、計画書と同じものを記載します。
その下、「１緩和措置の対象となる需要設備」については、吹き出し①のように、需要設備の種類をプルダウンメニューから選択します。情報処理システムなので、右側の変動率欄に変動率を記入します。
次に、「２の需要設備の要件確認」では、情報通信システム等の場合、受電単位以外は選択できません。吹き出し③のように、受電単位を選択します。
「年間受電電力量」は、吹き出し④のように受電点Ａの電力量9百万ｋＷｈ、その下「需要設備の電力量」は情報通信設備の6百万ｋＷｈを入力します。そして、下の「電力量又は面積の説明」の欄に、これらの数値について説明を記入してください。
特ガス算定書から受電点の電力量等が読み取れる場合は、吹き出し ⑥のように監視点番号を記載してください。また、それ以外の根拠による場合は、 吹き出し⑦のように根拠資料を記入し、またその根拠資料の写しを提出してください。
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情報処理システム記入例の続き、確認書第2面です。

「３の排出量の1/2以上の確認」です。ここでは、引き続き排出量を選択します。
「事業所全体の排出量」は、吹き出し⑧のように特定温室効果ガス排出量算定書の排出量をそのまま転記します。
その下の「需要設備の要件を確認した範囲の排出量」は、この事例では事業所全体と一致するので、同じく5000ｔとなっています。
そしてその下の欄「排出量又は面積の説明」に、これらの説明を記載してください。

「事業所全体で適用される削減率を減ずる程度」は、吹き出し⑩ のように、1面の１で出ている、減ずる程度の％を転記します。

「5　備考」には、あてはまるものがあればチェックしてください。
2011年の東日本大震災の当時に、制限緩和を受けた場合は、上のチェックをつけてください。また、提出2年目以降で変更がない場合は下のチェックをつけます。

「6　添付資料」です。まず、情報システム等の場合は変動率の計算資料が必要です。需要設備が存在することの根拠として、ここではサーバ室設計図面、単線結線図を提出しています。また、情報システムの電力量の根拠として検針結果を提出しています。
2011年の東日本大震災の当時に、使用制限緩和措置を受けた場合は、 吹き出し⑪ のように、通知書の写し等を提出してください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2番目の記入例です。病院を想定しています。
想定事業所は、二つの建物からなる事業所で、病院棟の８フロア中、５フロアが需要設備の病院です。
スライド左下の表をご覧ください。病院棟の床面積は20000平米、病院は17000平米、事業所全体の排出量は5000ｔ、病院棟の排出量は3000ｔ、という想定です。
以上の内容で、右側の確認書を作成していきます。

「１緩和措置の対象となる需要設備」には、需要設備をプルダウンメニューから選択します。情報処理システムではないので、変動率は記入不要です。

「２需要設備の要件確認」では、この例では、吹き出し②のように、建物単位を選択しています。
「建物の延べ面積」に、吹き出し③のように、需要設備のある病院棟の延べ床面積20000平米を記入します。
その下の「需要設備の占める面積」は、吹き出し④のように、需要設備となる病院の床面積17000平米を記入します。
そして、下の「電力量又は面積の説明」の欄に、これらの数値について説明を記入してください。
床面積の根拠として、ここでは建築基準法の確認申請、それからＣＡＤの読み取りを挙げています。
確認書には、これらの根拠資料の写しを添付してください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
病院の記入例の続き、確認書第2面です。
「３の排出量の1/2以上の確認」を記入します。
確認方法は、要件確認範囲として建物単位を選択した場合でも、原則として吹き出し ⑥のように「排出量」を選択します。
「事業所全体の排出量」は、特定温室効果ガス排出量算定書の排出量をそのまま転記します。
その下の「需要設備の要件を確認した範囲の排出量」は、建物単位ですので、病院棟の排出量を記入します。
そして「排出量又は面積の説明」欄にこれらの説明を記載してください。
排出量について対応する監視点がない場合は、吹き出し⑦のように、根拠資料や算定方法を記入し、根拠資料を添付してください。
排出量を特定温室効果ガス排出量算定報告書から読み取れる場合は、吹き出し⑧のように、その監視点番号を記載してください。

「4事業所全体で適用される削減率を減ずる程度」は、1面の１で出ている、減ずる程度の％を転記します。

「6添付資料」ですが、需要設備が存在することの根拠として、ここでは医療法に基づく許可書の写しを提出しています。また、面積の根拠として、建築確認申請、平面図のＣＡＤ出力、建物配置図、排出量の根拠として検針結果を提出しています。



L WR. N L. AehEa
2. RABKERIRICHAT S @RNHEE

8. &eAll (3) fEEEEF <D
(SX£FTOBE]) [ Dt EEEEECUEES |

c ARD OB SNDEEMN S, SEXBMEEEH, W =
. SEBEA, B, FEHC, DI, 2TH—FE T ' e e T T T
s SERIIBR. BERRE (DEERE) [CEHZEME o . .
LTWRENDIZ2S BoEF 5 000 [HEF O£ H HXESHETE | @2A
CEEE 1 BEHECHRBELEBRIKBE MR LA TEREY!
/ = . N ﬁq{?%f‘gi e L
(E_ 4 \) /’%@% ] b b3 B3 i :;}fi )&(j/:) o,
P4 i —EOAREERT LM -HER, ERAE, FEE |
BEE. AREE
DEBROEER .
7 . [ emEmpEsvsEaACHT |
2 BEFHOEHER’ A BERENEEAD B
oW % % N
_ e s . ! 6,000,000 ki c of
I e e / : jj {}: | %;g T T |
B B 3000 © =@l [ W o Al 6,000,000 o e vrve— .
SEADSEETHE BE28 5 ® 5H B ®¢%Em§ JJ%DZ%;E%E
3000 e 100 % \MEBA J
aTqﬁB@,sTA,EF\FF\ = E'E_ “rb‘_\ _ _
=ABOETBIE Fiwn | BHR2 %Esﬁﬁw%ﬁm&sﬁfr%E&iﬁjéﬁ#ﬂbf:o:;E%ﬁmma%am
= N I 5000 1 ¢§E§%§E%£é iéﬁ&%ﬁﬁﬁﬁ{%é?%] ZERA. ZERBIEIZN TR EDHIZE
(ARR+BR+CER+DIR) HEEEERESE SEAOZEEAE . 3000000kWh (ES28 ANoT)
= P —— ZEBOZEENE :  3000000kWh (E5%8 riNo2)
;ﬁf%@@“‘ﬁjé 1500 t Be28051.3 =1 : 6000000kWh
— PP
HEBOREI-HIS 1500t | &iEm2.4
s

45


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
3番目の記入例です。冷蔵倉庫を想定しています。
想定事業所は、四つの建物からなっており、需要設備は２つ、受電点は３つあります。受電Ａは全て需要設備である冷蔵倉庫に、同じく受電Ｂも全て冷蔵倉庫に使用される想定です。
スライド左下の表をご覧ください。受電電力量は各3百万kWh、事業所全体の排出量は5000ｔ、受電範囲の排出量はＡＢそれぞれ1500ｔ、という想定です。以上の内容で、右側の確認書を作成します。

「１の緩和措置の対象となる需要設備」については、、需要設備をプルダウンメニューから選択します。情報処理システムではないので、変動率は記入不要です。

「２の需要設備の要件確認」では、ここでは、受電単位を選択しています。
「年間受電電力量」ですが、ここでは対象となる受電範囲が二つあります。そのため合計で記入します。吹き出し②のように、受電範囲の電力量の合計を記入します。
「需要設備の使用電力量」は同じく需要設備の合計となりますが、この例では受電量全量ですので、ここでは上と同じ結果となります。
そして、下の「電力量又は面積の説明の欄」に、 これらの数値について説明を記入してください。
特定温室効果ガス排出量算定報告書から電力量を読み取れるのであれば、吹き出し④のように対応する監視点番号を記載してください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
冷蔵倉庫の記入例の続き、確認書第2面です。

「３の排出量の1/2以上の確認」です。
選択肢は、引き続き排出量を選択します。
「事業所全体の排出量」は、吹き出し⑤のように、特定温室効果ガス排出量算定書の排出量をそのまま転記します。
「需要設備の要件を確認した範囲の排出量」は、ここでは吹き出し⑥のように、二つの受電範囲の排出量の合計を記入します。
その下、「排出量又は面積の説明」欄です。受電範囲の排出量について、特定温室効果ガス排出量算定報告書から読み取っていますので、吹き出し⑦のように監視点番号を記載します。

「4事業所全体で適用される削減率を減ずる程度」は、1面の１で出ている、減ずる程度の％を転記します。

「5　備考」には、あてはまるものがあればチェックしてください。

「6添付資料」は、需要設備が存在することの根拠として、ここでは国土交通大臣の登録通知書の写し、また電気技術者による証明書の写しを提出しています。
2011年の東日本大震災の当時に、制限緩和を受けた場合は、 吹き出し⑪ のように、通知書の写し等を提出してください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
記入例、もう一つございます。
スライドの様式をご覧ください。こちらは、蓄熱調整契約を締結している場合における、変動率算定シートの記入例です。

この様式は、7月1日から9月22日までの電力量の最大値と最小値、蓄熱電力を入力すると、蓄熱調整契約を締結している場合の変動率が算定されます。

各日の使用電力量の最大値と最小値は、電気事業者から提供される、変動率の根拠データより転記してください。

蓄熱電力は、算定期間の蓄熱電力量の合計を、期間の日数×10時間で割ったものです。原則として毎日同じ値となります。
なお、根拠資料として、この蓄熱電力量を示す電気料金内訳書等を添付してください。

変動率の根拠データに欠測がある場合は、その日は空欄とします。

以上、全データを入力しましたら、最上段に変動率が算定されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後になりましたが、削減義務率の緩和措置の手続きについて説明します。

これまでにも説明しましたが、緩和措置を希望する場合は、毎年11月末に地球温暖化対策計画書と同時に、確認書と添付書類を提出して頂きます。
要件を満たしていることが確認できましたら、前年度の削減義務率が緩和されます。
今年提出する場合は2015年度の義務率が緩和対象となります。

また、2年度目以降も緩和を希望する場合は、同様に計画書と同時に確認書及び添付資料をご提出ください。

電事法27条に関連する緩和措置については以上です。
御清聴ありがとうございました。



s ot -
——— ' g a z -
ﬁ s - | 5 =" mrmew . =
3 == - s ieetrer? S

*l]\ﬁ#ﬁbﬂ/ZUJ:ﬁi’ﬁTa
 EERLBRER

==\ j mm -




Lo . Y .
3. RNSREA/LLERHT SRR

1. HM&

O 2 EHIEIE. ITRIVF—EASNRBRE TEHEESGET1,500 kKLU L&
DIEBEMDDOH, RINEEEFN /2 LB T DARIESEIIIEEE 21
KREIEAREENCUTC, HIBIEBIRINERD, T2, EHPERTEE
DROFEUZEE, BIEEDRETCAZCRD.

O PNEREEZEDEEH /2U ETHIBER. ZOBEMEHDEIRRIZOXIR
AETSD, BIC, PINERFDEIGH /2K B THDIHRSIE. PINEEFDR
DESHTEEMEBHRDHIBRBOXNRERD

O KiIRIRCOBIHEXEFOMEB C U (. BEMKEERICAIRSZMICE CIEXY
RaHEIDENDEL., B251EHARII1 7%EIRE (RIF15%EIE) [CEITT
STEICEDMBS CCBIC, MBisiAslDORR. MWERERIEXIRFTBZE DR
NRFZTODEDET D,

50


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは最初に、指定相当地球温暖化事業所の概要をおおまかに説明いたします。
一つ目
第２計画期間は、エネルギー使用量が原油換算で年間合計1,500 kL以上となった事業所のうち、中小企業等が1/2以上所有する大規模事業所は指定相当地球温暖化対策事業所として、削減義務対象外となります。また、毎年行っていただいていた検証機関による排出量の検証ですが、義務期間終了年度以降は、この排出量の検証も不要となります。
ただ、指定の取り消しを行う事で義務期間が終了するわけですが、この指定取消の時期について、3通りの選択ができます。
これについては、後程説明いたします。

二つ目
中小企業等の割合が1/2以上である場合は、その事業所全体が削減義務の対象外となります。逆に、中小企業等の割合が1/2未満である場合は、中小企業等の持分も含めて事業所全体が削減義務の対象となります。

三つ目
指定相当地球温暖化対策事業所となっても、大規模CO2排出事業所の所有者として、指定地球温暖化対策事業所に準じた対策を推進するものとし、第２計画期間は17％削減（又は15％削減）に向けて計画的に取り組むとともに、組織体制の整備、地球温暖化対策計画書の提出・公表等を行うものとする。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは最初に、指定相当地球温暖化事業所の概要をおおまかに説明いたします。
一つ目
第２計画期間は、エネルギー使用量が原油換算で年間合計1,500 kL以上となった事業所のうち、中小企業等が1/2以上所有する大規模事業所は指定相当地球温暖化対策事業所として、削減義務対象外となります。また、毎年行っていただいていた検証機関による排出量の検証ですが、義務期間終了年度以降は、この排出量の検証も不要となります。
ただ、指定の取り消しを行う事で義務期間が終了するわけですが、この指定取消の時期について、3通りの選択ができます。
これについては、後程説明いたします。

二つ目
中小企業等の割合が1/2以上である場合は、その事業所全体が削減義務の対象外となります。逆に、中小企業等の割合が1/2未満である場合は、中小企業等の持分も含めて事業所全体が削減義務の対象となります。

三つ目
指定相当地球温暖化対策事業所となっても、大規模CO2排出事業所の所有者として、指定地球温暖化対策事業所に準じた対策を推進するものとし、第２計画期間は17％削減（又は15％削減）に向けて計画的に取り組むとともに、組織体制の整備、地球温暖化対策計画書の提出・公表等を行うものとする。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に中小企業等の定義について、ここからスライド2枚にわたってご説明いたします。

削減義務対象外となる中小企業等とは、次の①と、次のページの②～⑥までのいずれかに該当する事業者という事で、毎年度末時点の状況で判断します。

まず①
文章読む
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文章読む。

まずはじめに、これら①～⑥の中小企業等の定義に該当する所有者であるかを確認します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
80％所有が8か月
20％所有が4か月なので、該当年度の所有割合は60％となり、1/2以上の所有となります。


L. . Y WS -t -
3. PARREH/2ALERHAT 5 WRA
3. HWEREIEXIR

O ETERIMERIFICXIRSBZFEMNS. RREPWBRE(CXTRBEHICE DS, KA
EACXIRICEND A EDCT D,

QD HONZTERANB ZROKRIC5CEH!

CNFTEAKRIC, BFE11BREITIC, EEBIE U TCOMEKIGIE
(EXISRETEE DR, /RMMUE (212U, REIELRRE)

STESDRE « /K

BhIC R DNFE BICKRDNKRE. CNETERICRA, =t

e SFEMBKRIEICXIRBEMCE U CHIBBRRZRE L. BEICRIT
e THDHEDBEDLCT D,

bR PINEEEFED /2 EPAE I DFBERAICABI DBET TV FEHIS,

CNFETERIC, BETTY FFHKREEXIRFABSDIREDINE

@ HLERFIICTDUINT
- SIS IBICUEBEHICE LT, RIEERERURNSEEERTT 2.
- FR TR IR U EBEN C LR BEAMIC RN T, HIESEERUBIEEEDEENEL)
ENEETDHEE. BEROZRNYE,
55


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
指定相当地球温暖化対策事業所となった事業所は削減義務はなくなりますが、引き続きオン高対策に取り組むものとします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
表をみながら、既存⇒指定相当と新規→指定相当の書類提出フローを説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
表をみながら、既存⇒指定相当と新規→指定相当の書類提出フローを説明


sd W

3. =Fll\1’E#%7b‘1/2lJ.J:E‘FﬁT6¥¥E?

25 | BEEELOZ2E

OISEHBRIEIEXIRBEMND. FROBEENE LOEH(CZS UL mm%%%%HTﬁLTgﬂﬁLh%éhé

CT§®2ﬁ®\®\@E&ébfﬁﬁﬁ\%H%ﬁ%%@%?ﬁﬁ@%ﬁj
(RESNICEBBICXm U BRBEITHUER)
OEL. —ERRUICHIEEEIEOR T EEEATRCEEST BT EFTIAEL)

2 Hlim= BRI

@ | X O RPRIERIBTDZED | g1 giinirne > oz T

at \ 1000KIERBE /3 > EEEDRIFEE T
@ |NEEDRBRBIRIVF—® Y500 kme s s raesc

=R oY ¥
FI 1,000 kLA LR B AR T HEE

EHIRE T =)+ — SRS O | 1 500KKBSEFEDREDEEDRFEFET
B | FEFTOINEEEH L T|1500KKBIEEENDREDEEET
1,500 kLK LB EE AR DR TEEE T

RIEECPNERED /20 E

PINEEED /2 EPABICHZE UIZFEDRIFEZE T
RS PINEEED /2 EPABICZE UICFEET

LB BRI TEEE T

® | BXRMEBEDRSE BE &5 U FEONFEXT

ClEESZ 3 o)
T EEEERY

BIRIE IR D
RTEEEERY

BIRIEIF AR D
RTEEZERY

58


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
二行文章を読んで表で説明

●これまで指定（特定）地球温暖化対策事業所であったが、中小企業等が1/2以上所有に該当すると、指定（特定）地球温暖化対策事業所として指定取消しとなった後に、指定相当地球温暖化対策事業所となる。

●その取消ですが、中小企業等が1/2以上所有に該当し、廃止届の提出を行う際に、削減義務期間は下表に示すとおり終了年度を選択可能となります。（短縮された期間に対応した義務履行が必要）。ただし、一度選択した削減義務期間の終了年度を決定後に再変更することはできない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
二行文章を読んで表で説明

●これまで指定（特定）地球温暖化対策事業所であったが、中小企業等が1/2以上所有に該当すると、指定（特定）地球温暖化対策事業所として指定取消しとなった後に、指定相当地球温暖化対策事業所となる。

●その取消ですが、中小企業等が1/2以上所有に該当し、廃止届の提出を行う際に、削減義務期間は下表に示すとおり終了年度を選択可能となります。（短縮された期間に対応した義務履行が必要）。ただし、一度選択した削減義務期間の終了年度を決定後に再変更することはできない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
指定相当地球温暖化対策事業所には、特定温室効果ガス排出量の削減義務はありませんが、
自ら削減目標を設定し計画的に地球温暖化対策を推進する必要があります。

以下文章読む。

実際の算定に当たっては、基準排出量決定申請書の記入要領も参考にしてください。


　指定相当地球温暖化対策事業所には、基準排出量変更の手続きはありません
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは新規で指定相当地球温暖化対策事業所の要件に該当した事業所が提出する書類となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
共用部分の面積は、駐車場を除く共用部分以外の用途ごとの面積比率で案分し
て、それぞれの用途に割り振ってください。

ただし、共用部分であっても特定の用途にのみに使用されることが明らかな場合は、案分せずに当該用途に従属する
ものとして取り扱います（例：複合用途ビルにおける、事務所用途のみが存在するフロアの廊下・トイレ等は、事務所用途に含みます）。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文章読んだ後に

廃止届の様式はHPにアップロードしていません。
窓口担当から直接エクセルデータの様式を送付いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スライドは「中小企業等の所有が1/2以上であることの確認書」の「所有等割合」の記入欄を表示しています。
ここは、別添１「所有等割合計算書」に記載した内容に沿って記入するようにしてください。

「二分の一所有の判断根拠」
別添１「所有等割合計算書」に記載した、中小企業等が二分の一以上を所有する判断根拠をプルダウンで「１．エネルギー使用量の割合」又は「２．所有割合」から選択してください。

「計算年度」
別添１「所有等割合計算書」に記載した、所有等割合を計算する年度を記入してください。原則として提出年度の前年度になります。

「中小企業等数」
別添１「所有等割合計算書」に記載した、所有者である中小企業等の数を中小企業者・組合等・個人の区分ごとに記入してください。


　「所有等割合」欄は、別添１「所有等割合計算書」で算出した中小企業等のエネルギー使用量又は所有割合を中小企業等の区分ごとに記入しますので、数値が整合するように気を付けて下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「所有者である中小企業等の名称」

「所有者である中小企業等の名称」

事業所の所有者である中小企業等の名称を記入してください。
本様式は中小企業等が二分の一以上を所有することを証すればよいため、必ずしも所有者である中小企業等を全員を記入する必要はありません。個人所有者が複数いる場合は、「個人○名」とまとめて記載することも可能です。
 
「区分」
所有者である中小企業等について、プルダウンで「中小企業者」、「組合等」、「個人」から選択してください。
 
「エネルギー使用量又は所有割合（年間）」
所有者である中小企業等について、「二分の一所有の判断根拠」で「１．エネルギー使用量の割合」を選択した場合はエネルギー使用量割合を、「２．所有割合」を選択した場合は所有割合を分数で記入してください。なお計算方法については次の「２　エネルギー使用量又は所有割合の計算方法」に記入していただきます。
 
「年度途中の持分変更（所有割合の場合）」
所有者である中小企業等について、計算年度の途中で持分変更があった場合にはプルダウンで「有」を選択してください。持分変更があった場合には所有割合を所有期間で案分する必要があります。なおエネルギー使用量の割合で判断する場合は選択不要です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
所有等割合計算書のその2シートですが、ここはエネルギー使用量で判断する場合と所有割合で判断する場合で記入内容が代わります。
まずは、エネルギー使用量で判断する場合の記入方法から説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
所有等割合計算書のその2シートですが、ここはエネルギー使用量で判断する場合と所有割合で判断する場合で記入内容が代わります。
まずは、エネルギー使用量で判断する場合の記入方法から説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、所有割合で判断する場合の記入方法です。

文章読む


※イメージ図の説明
80％所有が8か月
20％所有が4か月なので、該当年度の所有割合は60％となり、1/2以上の所有となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
：No.（所有等割合計算書に記入した所有者である中小企業等のNo.）
所有等割合計算書に記入した所有者である中小企業等のNo.を記入してください。各ページに表示されます。なお、本様式は中小企業者ごとに1部を提出してください。個人やその他団体については不要です。

「役員数」「役員名」の箇所は、根拠資料としてご提出頂く、登記事項証明書に記載されている情報と整合させてください。

一番下の四角囲いですが、こちらは業種分類について記入頂く箇所となります。ここでご記入頂いた情報については、業種等の確認のため、必要に応じて、決算報告書の提出又は提示を求める場合がありますので、その際はお手数ですが、ご対応いただきますようお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
別添2の根拠書類についてご説明します。

決算報告書と業務報告書については、提出を求める可能性が高い。
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Tokyo Climate Change Strategy
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